
第５学年２組  外国語科学習指導案  

指導者   石津  友美恵  

 

１  単元   可能性は無限大！？私たちの修学旅行プラン！  

～ Where do you want to go?（ ONE WORLD Smiles ５年）～  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは，「聞いて聞いて，自慢の家族！  ～ I  can run fast.～」において，自分，ま

たは第三者のできること，できないことを紹介する経験をしている。そこでは，質問して

得た，紹介する第三者の情報を整理し，自分の考えを伝える基礎的な力を育成してきた。

しかし，英語で紹介するということだけに集中してしまうあまり，一方的な紹介となり，

紹介を聞く相手へ理解を促すための工夫を取り入れる子どもは少なかったと思われる。  

そこで，単元を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

 本教材は，自分の行きたい場所やそこでしたいことなどを相手に伝えたり，相手がどこ

で何をしたいかを尋ねたりして，考えを伝え合う教材である。子どもは，自分の考えを一

方的に伝えるだけでは，共感が得られないことから，紹介を聞く相手を意識して紹介する

工夫を取り入れるだろう。ここでは，今までの学習の中で行ってきた紹介を振り返りなが

ら，考えを伝えるための英語表現や伝え方の工夫を用いて，整理した情報を相手に伝える

ことを大切にしたい。  

そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  単元導入時に，６年生による修学旅行おすすめプランの紹介動画を視聴する活動を設

定する。そうすることで，来年度の修学旅行への思いを高め，学習する目的や場面を理

解し，今後の見通しをもつことができるようにする。  

○  紹介を評価するための観点を子どもと決める活動を設定する。そうすることで，目指

すべき紹介の様子が明確になり，目指す姿と自分たちを比較し，自分の紹介を振り返っ

て改善点を見付けたり，今後の紹介をよりよいものにしようとしたりすることができる

ようにする。  

○  単元終末に，自分たちで決めた観点をもとに，一番よいと思われる紹介を決める場を

設ける。そうすることで，自己評価と他者評価のどちらも知ることができ，お互いのよ

さや改善点に気付くことができるようにする。  

 

３  目標   

相手に自分の行きたい場所やしたいことをよく知ってもらったり，相手の行きたい場

所やしたいことをよく知ったりするために，修学旅行プランについての短い話を聞いて

概要を捉えたり，自分や友達の伝えようとする内容を整理した上で，話したりすること

ができる。また，自分の考えた修学旅行プランについて，例文を参考に，音声で十分に

慣れ親しんだ語句や表現を用いて書くことができる。  



４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の外国語科部では，既得の知識や経験を生かしてコミュニケーションを図ろうと

する子どもを育成する授業が，教科の本質に迫る授業だと捉えている。また，エージェン

シーを発揮している姿を，いろいろな話題で，互いの想いを伝え合い，ジレンマに対処す

る姿だと捉えている。本単元においては，評価の観点を子どもとともに考え，決定し，振

り返る活動を設定する。子どもたち自身が決めた観点に向けて，自らよりよいと思う学び

をめざして，単元での学びだけでなく，既得の知識を生かしたり，子ども同士で協働して

学習を進めようとしたりする様相がエージェンシーを発揮した姿だと考えている。  

このような学習を経験した子どもは，目的・場面・状況に応じた適切な表現を考え，自

分の想いを伝え合うことを通して，他者理解を深めながら，社会（他者）と良好な関係を

築くことができるようになり， well-being の実現につながるだろう。  

 

５  指導と評価の計画（総時数  ７時間）  

本単元における評価規準  

 知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

〈知識〉  
“ I want to go to ～ .”や希
望 を 伝 え る “ I want to 
～ .”，“ Where do you want 
to go?”の表現について理解
している。  
〈技能〉  
相手がどこに行きたいか，そ
こでしたいことは何かなど，
具体的な情報を聞き取る技能
を身に付けている。  

相手の行きたい場所やした
いことなどをよく知るため
に，具体的な情報を聞き取
っている。  

相手の行きたい場所やした
いことなどをよく知るため
に，具体的な情報を聞き取
ろうとしている。  

話
す
こ
と
［
発
表
］ 

〈知識〉  
“ I want to go to ～ .”や希
望 を 伝 え る “ I want to 
～ .”，“ Where do you want 
to go?”の表現について理解
している。  
〈技能〉  
自分の行きたい場所やしたい
こと，理由を伝える表現など
を用いて，理由や気持ちなど
を 話 す 技 能 を 身 に 付 け て い
る。  

相手によりよく分かっても
らえるように，修学旅行で
行きたい場所やそこでした
いことなどについて，考え
や 気 持 ち な ど を 話 し て い
る。  

相手によりよく分かっても
らえるように，修学旅行で
行きたい場所やそこでした
いことなどについて，考え
や気持ちなどを話そうとし
ている。  

※ 本 単 元 に お け る 「 書 く こ と 」 に つ い て は ， 目 標 に 向 け て 指 導 は 行 う が ， 本 単 元 内 で 記 録 に 残 す 評 価 は 行 わ な い 。  

 

単元終末における評価の観点（子どもが挙げそうな例）  

・聞いている人も楽しめそうな内容が含まれている  

・聞く相手の理解を促す英語表現や工夫（ジェスチャーや提示資料）がある  など  



本単元における学習計画と評価  

次  
学習活動・内容  

○エ エ ー ジ ェ ン シ ー を 発 揮 す る た め の 手 立 て  

評価  

知
技  

思
判
表  

態
度  評価規準〈評価方法〉  

一  

①  

○  ６年生による修学旅行おすすめ
プランの紹介を聞き，単元の見通
しをもつ  

・希望を伝える英語表現  
 
 
 

 
 

    

二  

③  

 

本  

時  

３  

／  

３  
 

○  修学旅行先について，選んだ理
由を伝え合う  

・理由を伝える英語表現  

発    ［話すこと（発表）］の記録に残す評価  
◎修学旅行先やしたいことについて， I 

want to ***.の表現を用いて，話して
いる。〈行動観察〉  

○  個 人 で 修 学 旅 行 プ ラ ン を 計 画
し，紹介するための準備を行う  

・計画を伝えるための英語表現  

   

 

●  互いの修学旅行プランを聞き合
い，単元終末の観点を決める  

・単元終末のスピーチにおける 評価
の観点  

 
 

 発  

聞  

発  

聞  

［話すこと（発表）］の記録に残す評価  
◎修学旅行プランについて，友達に伝え

るために，必要な英語表現を選択し，
話している。〈行動観察（記録動
画）〉  

◎修学旅行プランについて，友達に伝え
るために，必要な英語表現を選択し，
話そうとしている。また，友達のよい
ところをもとに自分の紹介を振り返
り，気付きを今後の紹介に生かそうと
している。〈行動観察・振り返りシー
ト記述点検〉  

［聞くこと］の記録に残す評価  
◎修学旅行プランの話を聞いて，具体的

な情報を聞き取っている。〈ワークシ
ート記述点検〉  

◎修学旅行プランの話を聞いて，具体的
な情報を聞き取ろうとしている。〈行
動観察・振り返りシート記述点検〉  

三  

③  
 

○  班で修学旅行プランを計画する  
・班の考えを伝えるために必要な英

語表現  

   

 

○  修学旅行プランについてのプレ
ゼン練習を行う  

・評価の観点に対する自分たちの紹
介の評価  

   

 

○  修学旅行プランを紹介し合う  
・評価の観点に対する他のグループ

のよさや自分たちの紹介の改善点  
・今後の見通し  
 
 

聞  発  発  ［聞くこと］の記録に残す評価  
◎修学旅行プランについての短い紹介を

聞いて，概要を聞き取っている。〈ワ
ークシート記述点検〉  

［話すこと（発表）］の記録に残す評価  
◎修学旅行プランについて，友達に詳し

く伝えるために，相手に伝わるような
工夫をしながら，必要な英語表現を用
いて伝えている。〈行動観察（記録動
画）〉  

◎修学旅行プランについて，友達に詳し
く伝えるために，相手に伝わるような
工夫をしながら，必要な英語表現を用
いて伝えようとしている。また他者の
評価をもとに改善点を見つけ，今後に
生かそうとしている〈行動観察（記録
動画）・振り返りシート記述点検〉  

本 時 で は ， 記 録 に 残 す 評 価 は 行 わ な い が ， 目 標 に
向 け て 指 導 を 行 う 。 児 童 の 学 習 状 況 を 記 録 に 残 さ
な い 活 動 に お い て も ， 教 師 が 児 童 の 学 習 状 況 を 確
認する。  

本 時 で は ， 記 録 に 残 す 評 価 は 行 わ な い が ， 目 標 に
向 け て 指 導 を 行 う 。 児 童 の 学 習 状 況 を 記 録 に 残 さ
な い 活 動 に お い て も ， 教 師 が 児 童 の 学 習 状 況 を 確
認する。  

本 時 で は ， 記 録 に 残 す 評 価 は 行 わ な い が ， 目 標 に
向 け て 指 導 を 行 う 。 児 童 の 学 習 状 況 を 記 録 に 残 さ
な い 活 動 に お い て も ， 教 師 が 児 童 の 学 習 状 況 を 確
認する。  

○エ 具 体 的 な 場 面 を 想 像 さ せ た り ， 実 際 に
修 学 旅 行 に 行 っ た ６ 年 生 か ら の プ レ ゼ
ン を 聞 い た り す る こ と で ， 自 分 事 と し
て 考 え る き っ か け を 与 え ， 本 単 元 に 取
り組むことができるようにする  

○エ 本 単 元 の 終 末 に 行 う プ レ ゼ ン に 必 要 な
英 語 表 現 を 獲 得 し つ つ ， 自 分 の 考 え を
伝 え る た め に は ， ど の 英 語 表 現 が 適 切
かを考えることができるようにする  

 
○エ 観 点 を 自 分 達 で 決 め る こ と で ， ゴ ー ル

を 明 確 に し ， め ざ す 方 向 性 を 揃 え て 学
習に向かうことできるようにする  

○エ ア ド バ イ ス を し 合 っ た り ， お 互 い の プ
レ ゼ ン を 評 価 し 合 っ た り す る こ と で ，
自 分 た ち の ス ピ ー チ の よ さ や 改 善 点 に
気 付 き ， 今 後 の 言 語 活 動 を 充 実 さ せ る
ことができるようにする  

本 時 で は ， 記 録 に 残 す 評 価 は 行 わ な い が ， 目 標 に
向 け て 指 導 を 行 う 。 児 童 の 学 習 状 況 を 記 録 に 残 さ
な い 活 動 に お い て も ， 教 師 が 児 童 の 学 習 状 況 を 確
認する。  



６  本時案  ―第二次・３時分―  

⑴  主眼   個人で計画した修学旅行プランを紹介し合い，一番よいと思うプレゼンター

を選ぶ活動を通して ，どうすれば相手によく伝わる紹介になるのかに気付き，

そこから単元終末における評価の観点を決めることができる。  

⑵  準備   振り返りシート，ピクチャーカード  など  

⑶  学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  

１  個 人 で 計 画 し た 修 学 旅

行 プ ラ ン に つ い て ， 班 で

紹介し合う  

 自 分 の 考 え た 修 学 旅 行

プランを紹介しよう  

・ 行 き た い 場 所 を 伝 え る 英

語表現  

 

ア  私 は 東 京 で 観 光 が し た い

よ。だから，“ I want to go 

to Tokyo. I want to take 

pictures at Sky Tree.”と

伝えるよ  

イ  僕 は 広 島 で 野 球 を 観 た い

か ら ， そ れ を プ ラ ン に 取 り

入れたよ。“ I want to go 

to Hiroshima. I want to 

watch the baseball game.”

と言ってみよう  

ウ  私 は 京 都 に 行 き た い な 。

“ I want to go to Osaka & 

Kyoto. I like matcha.  So, 

I want to drink matcha.”

と好みも伝えてみようかな  

・  前時までに個人で

計画した修学旅行の

プランを班で全員に

伝えさせることで，

様々な内容の紹介が

あり，評価するには

基準がいることに気

付くことができるよ

うにする  

20 

２  修 学 旅 行 プ ラ ン に つ い

て の 紹 介 を 聞 い て ， 一 番

よ い と 思 う プ レ ゼ ン タ ー

を決める  

 一 番 よ い と 思 う プ レ ゼ

ン タ ー は 誰 か 。 そ れ は な

ぜか  

・ 自 分 の 考 え を 相 手 に 伝 え

る た め に 気 を 付 け た い ポ

イント  

 

ア  Ａ さ ん は ， 伝 え る と き に

ジ ェ ス チ ャ ー を 用 い て い

て ， 聞 い て い た 私 に と っ て

は と て も 分 か り や す か っ た

か ら ， Ａ さ ん が 一 番 よ か っ

たと思うよ  

イ  Ｂ く ん の 修 学 旅 行 な ら 僕

も 楽 し め そ う だ か ら ， Ｂ く

んの紹介が一番だと思うな  

ウ  何 を 大 事 に し て 一 番 を 決

めるかは人それぞれだね  

エ  評 価 す る 観 点 を 先 に 決 め

て お く と ， お 互 い に 評 価 し

やすいね  

・  班のメンバーが何

をもとにその人物を

選んだのかを明らか

にすることで，考え

を伝えるためには，

いろいろな工夫の仕

方があることに気付

くことができるよう

にする  

・  選んだ基準を統一

することで，全員に

とっての「一番」を

選びやすくなるとい

うことに気付くこと

ができるようにする  30 

３  互 い の 紹 介 の よ い 点 を

も と に ， 単 元 終 末 で の 評

価の観点を決める  

 ク ラ ス で プ ラ ン を 紹 介

し 合 い ， 代 表 を 決 め る と

きの基準は何か  

・単元終末の評価の観点  

ア  伝 わ り や す さ は 大 事 だ

よ 。 ジ ェ ス チ ャ ー が あ る

と ， 相 手 に わ か っ て も ら い

や す い か ら あ る 方 が い い と

思うよ  

イ  伝 え 方 も 大 事 だ け ど ， 自

分 た ち が 楽 し め る と い う の

も 大 事 だ と 思 う か ら ， 内 容

も大切にしたいね  

ウ  ク ラ ス の み ん な に も 行 き

た い と 思 っ て も ら え る 紹 介

じゃないとだめだね  

・  教師が評価の観点

を提示するのではな

く，子どもと作り上

げることで，プレゼ

ンターとして目指し

た い 姿 が 明 確 と な

り，自分で学びを進

めたり，自己を振り

返って学びを調整し

たりすることができ

るようにする  

45 

⑷  評価規準と方法  

選んだプレゼンターのよいところに気付き，自分の紹介がどうであったか，今後の紹介

で意識したいことは何かを見付けることができたか，発言や振り返りからみとる  



＜メモ＞ 



 

 

第１学年１組  外国語科学習指導案  

指導者   石川  美佐子  

 

１  単元   『推しの魅力』で後輩と築こう！友情の輪！  

～ New Horizon１年  Stage Activity２  My Hero～  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは，これまで４技能の中で，特に話すことでは実際のコミュニケーションを意識

して活動している。子どもは， be 動詞や一般動詞，疑問詞を用いた疑問文や答え方，過

去形などさまざまな表現を学び，発表やあるトピックについてペアでやり取りすることに

も少しずつ慣れてきている。しかし，自分の好きなことや興味があることについての即興

的なやり取りの中で，具体的にわかりやすく説明することや，相手の答えに関連する質問

をさらに続けたり，答えたりする経験についてはまだ少なく十分とは言えない。  

 そこで，単元を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

 本教材は， Stage Activity１，２，３を合わせて単元化し，自分が好きな物事や人物，

学校行事にトピックを少しずつ変えて，発表や即興的なやり取りが段階的にできるように

なることをねらいとした教材である。特に，本時が含まれる二次やその後の三次では，小

学６年生と交流する場を設定している。子どもは，小学生の反応を見て，習った語句や表

現をそのまま使うのでは共通理解が難しいことから，小学６年生に分かりやすく『推しの

魅力』を伝えるための工夫を考えるだろう。ここでは，他者意識をもって，適切な内容や

表現，効果的な伝え方を工夫して発表することや，質問したり，答えたりすることを大切

にしたい。そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  第一次では，「自分の好きなこと」について，伝える内容やその表現について考え，

確認する場を設定する。そうすることで，その表現を用いてマッピングを基にやり取り

し、自分の好きなことについて適切な表現を考え，自信をもって活動できるようにする。  

○  第二次では，「世界で活躍する日本人」について，クイズ形式で伝えるための内容や

表現を確認し，発表の評価規準を子どもと一緒に考える活動を設定する。そうすること

で，他者意識をもって適切な表現を考え，効果的に伝え合うことができるようにする。  

○  第三次では，「附中の学校行事等の魅力」について，子どもが考えた「発表の評価規

準」を確認し，発表とやり取り，振り返りを設定する。そうすることで，自己評価や改

善の気付きをもち，次の学びへとつなげることができるようにする。  

 

３  目標   

 自分の好きな物事や人物の魅力について，他者（同級生や後輩）に事実や自分の考え，

想いを伝えるために，説明することや，質問したり，答えたりして表現することができ

る。                                                     



 

 

４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し，振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の外国語科部では，既得の知識や経験を生かし，コミュニケーションを図ろうと

する子どもを育成する授業が，教科の本質に迫る授業だと捉えている。また，エージェン

シーを発揮している姿を，いろいろな話題で互いの想いを伝え合い，ジレンマに対処する

姿だと捉えている。本単元においては，自分の『推しの魅力』について，伝える内容や適

切な表現を考え，さらに，効果的な伝え方については，子どもと教師がともに評価規準を

考えて決定する場を設定する。そうすることで，子どもは，自分たちが決めた発表の評価

規準を目標として，既得の知識や経験を生かし，内容や表現，伝え方を工夫して，ジレン

マに対処する姿こそがエージェンシーを発揮した姿だと考えている。  

このような学習を経験した子どもは，目的・場面・状況に応じた適切な表現を考え，自

分の想いを伝え合うことを通して，他者理解を深めながら，社会（他者）との良好な関係

を築くことができるようになり， well-being の実現につながるだろう。  

 

５  本単元における指導と評価の計画（総時数  ８時間）  

次  
学習活動・内容  

○エ エ ー ジ ェ ン シ ー を 発 揮 す る た め の 手 立 て  

評価  

知
技  

思
判
表  

態
度  評価規準〈評価方法〉  

一  

②  

○  「 互 い の 新 た な 一 面 発 見 ！ 」 で 教 員

の プ レ ゼ ン で 見 通 し を も つ （ 目 的 ・ 場

面・ 状 況 の理 解 ）  

・ 自 分 の 好 き な 物 事 や 理 由 ， 感 想 を 伝

える表現  

・反応や感想を伝える表現（聞く側）  

 

 

○  自分の好きな物事について伝え合う  

・マッピング＆やり取り→発表  

（内 容 ， 理由 ， 感 想の キ ー ワー ド メ モ）  

・ 自 分 の 好 き な 物 事 に つ い て ， つ な が
りのある文章表現  

 

R 

SI 

 

 

 

SI 

 

 

R 

SI 

 

 

◎ 教 科 書 を 参 考 に し な が ら ， 自 分 の 好 き な

物事を伝えるための表現を確認する  

(My favorite～ is～ .等 ) 

行動観察・ワークシート  

＜★記録に残さない評価＞  

表 現 確 認 後 の や り 取 り の 観 察 や ワ ー ク シ

ートで，表現の理解の度合を確認する  
 

 

 

SP 

Ｗ  

 

 

SP 

Ｗ  

 

 

SP 

Ｗ  

 

◎ 自 分 の こ と を 知 っ て も ら う た め に ， 自 分

が 好 き な 物 事 に つ い て ， 適 切 な 内 容 や 表

現 を 考 え て 選 択 し ， つ な が り の あ る 文 章

で話したり，書いたりしている   

◎ 自 分 が 好 き な 物 事 に つ い て ， 情 報 を 整 理

し て ， 適 切 な 内 容 や 表 現 を 考 え て ， つ な

が り の あ る 文 章 で 話 し た り ， 書 い た り し

ようとしている  
・マッピング，つながりある文章の確認  

＜行動観察・ワークシート＞  

二  

③  

 

 

 

 

 

 

○  「 推 し の 魅 力 で 後 輩 と 築 こ う ！ 友

達 の 輪 ！ 」 で ， 小 学 ６ 年 生 の 発 表

「 世 界 で 活 躍 す る 日 本 人 」 を 動 画 で

視 聴 し ， 同 じ テ ー マ で 『 ヒ ー ロ ー は

誰 だ ク イ ズ 』 を 行 う た め に ， ク イ ズ

形 式 で の 発 表 と や り 取 り の 表 現 を 学

ぶ  

・好きな理由や感想の表現  

・推す人物の特徴やよさを伝える表現  

・伝える内容や順番（ マ ッピ ン グ ）  

 

 

 

L 

R 

SI 

W 

 

L 

R 

SI 

W 

 

L 

R 

SI 

W 

◎ 小 学 ６ 年 生 の 発 表 を 動 画 で 見 た 後 ， 教 科

書 の 例 を 参 考 に し て ， 自 分 の 好 き な 「 推

し 」 の 「 ヒ ー ロ ー は 誰 だ ク イ ズ 」 に つ い

て伝えるための表現を確認する  

（ like～ ing，  be good at～， can 等）  

◎ 自 分 の 「 推 し 」 の 人 物 に つ い て 伝 え る た

め に ， 適 切 な 内 容 や 表 現 を 考 え て 選 択 し

て，話したり，書いたりしている  

◎ そ の 人 物 に つ い て 伝 え る た め に , 適 切 な

内 容 や 表 現 を 考 え て 選 択 し て ， 話 し た

り，書いたりしようとしている  

＜行 動 観 察・ ワ ー クシ ー ト＞  

○エ自分 の好 きな 物事 につ いて ，伝 えた
い内 容（ 理 由， 感 想等 ）と その 表 現
につ いて 考 え， 確 認す る場 を設 け る
こと で， 自 信を も って 活動 に取 り 組
むことができるようにする  



 

 

 

 

 

二  

③  

 

本  

時  

３  

／  

３  
 

 

○  「 ヒ ー ロ ー は 誰 だ ク イ ズ 」 で の 発

表 や や り 取 り を 行 う た め の 表 現 や 順

番 の マ ッ ピ ン グ を 基 に ク イ ズ を 発 表

し あ い ， 代 表 者 を 決 定 し た 後 ， よ い

発表の観点を明確にする  

・伝える内容（人物の特徴）や述べる  

順番のマッピング  

・好きな理由や感想の表現  

・効果的な発表の評価規準  

 
 
 
 
 
●   小 学 ６ 年 生 に 「 ヒ ー ロ ー は 誰 だ ク

イ ズ 」 で 発 表 し ， そ の 後 に 質 疑 応 答

を行う   

・効果的な発表の評価規準  

・発表とやり取りでの 質疑応答の表現  

 

 

 

 

SI 

SP 

 

 

 

SI 

SP 

 

 

 

SI 

SP 

◎ 「 ヒ ー ロ ー は 誰 だ ク イ ズ 」 で 自 分 の 「 推

し 」 の 人 物 に つ い て 伝 え る た め に ， そ の

特 徴 や よ さ に つ い て 適 切 な 内 容 や 表 現 を

考えて選択して，話している   

◎ そ の 人 物 に つ い て 伝 え る た め に ， そ の 特

徴 や よ さ に つ い て 適 切 な 内 容 や 表 現 を 考

えて選択して，話そうとしている     

◎ ク イ ズ を 出 し 合 っ た 代 表 者 を 決 定 し ， 効

果 的 な よ い 発 表 に つ い て の 規 準 を 考 え ，

明確にすることができる  

・伝える内容や順番（ 理 由， 感 想 等）の確認  

・ マ ッ ピ ン グ ， 発 表 と や り 取 り ， 振 り 返 り

の確認  

＜行動観察（記録動画）・ワークシート＞  

 

 

 

SI 

SP 

 

 

SI 

SP 

 

 

SI 

SP 

● 自 分 の 「 推 し 」 の ヒ ー ロ ー に つ い て 伝 え

る た め に ， そ の 人 物 の 特 徴 や よ さ に つ い

て ， 適 切 な 内 容 や 表 現 を 考 え て 選 択 し

て，話している  

◎ そ の 人 物 の 特 徴 や よ さ に つ い て ， 適 切 な

内 容 や 表 現 を 考 え て 選 択 し て ， 話 そ う と

している  

・前時のよい発表の評価規準を確認  

・ マ ッ ピ ン グ ， 発 表 と や り 取 り ， 振 り 返 り

の確認  

＜行動観察（記録動画）・ワークシート＞  

三  

③  
 

○  「 附 中 の 魅 力 を 後 輩 に 伝 え よ う ～

青 春 物 語 中 学 １ 年 生 編 ～ 」 で 学 校 行

事を伝える表現を学ぶ  

・ 好 き な 学 校 行 事 に つ い て の 表 現 や 内

容（過去形，理由，感想等）  

・質問や答え方の表現  

 
 
○  小 学 ６ 年 生 に 中 学 １ 年 生 か ら 見 た

「 附 中 の 魅 力 や 思 い 出 の 学 校 行 事 」

について，発表準備と練習をする  

・小学生に分かりやすい語句や文  

・伝える内容や順番  

・効果的な伝え方や評価規準  

 

 

 

 

○  小学６年生に，「附中の魅力や思  

い 出 の 学 校 行 事 」 に つ い て ， 発 表 と

質疑応答を行う  

・質疑応答の表現  

・効果的な伝え方や評価規準   
 

 

L 

R 

SI 

W 

 

L 

R 

SI 

W 

 

L 

R 

SI 

W 

◎ 教 科 書 を 参 考 に し な が ら ， 思 い 出 の 学 校

行事について伝える表現を確認する  

(My favorite event is～ .等 ) 

◎ 自 分 の 思 い 出 の 学 校 行 事 に つ い て ， 適 切

な 内 容 や 表 現 を 考 え て 原 稿 を 書 き ， 話 し

ている（ 話そ う と して い る［ 態 度 ］）  

＜行動観察・ワークシート＞  

 

SI 

SP 

 

SI 

SP 

 

SI 

SP 

◎ 自 分 の 思 う 魅 力 的 な 学 校 行 事 に つ い て ，

適 切 な 内 容 や 表 現 を 考 え て ， や り 取 り し

たり，マッピングを基に話している  

◎ 自 分 の 思 う 魅 力 的 な 学 校 行 事 に つ い て ，

適 切 な 内 容 や 表 現 を 考 え て や り 取 り し た

り，話そうとしたりしている  

・伝える内容（ 理 由， 感 想等 ）や順番の確認  

・ マ ッ ピ ン グ ， や り 取 り ， 発 表 の 規 準 の 確

認  

＜行動観察・ワークシート＞  

 

SI 

SP 

 

SI 

SP 

 

SI 

SP 

◎ 附 中 の 学 校 行 事 に つ い て ， 小 学 生 に わ か

り や す い 適 切 な 内 容 や 表 現 を 考 え ， よ い

発 表 の 評 価 規 準 を 意 識 し て 発 表 し た り ，

質疑応答のやり取りをしたりしている  

◎ 附 中 の 学 校 行 事 に つ い て ， 小 学 生 に わ か

り や す い 適 切 な 内 容 や 表 現 を 考 え ， よ い

発 表 の 評 価 規 準 を 意 識 し て 発 表 し た り ，

質 疑 応 答 の や り 取 り を し た り し よ う と し

ている  

＜行動観察（記録動画）・ワークシート＞  

○エ「世界で活躍する日本 人」という同

じ テ ー マ で 「 ヒ ー ロ ー は 誰 だ ク イ

ズ」を行うことで、伝 えたい、当て

たいという互いの想い が高まり，楽

しみながら発表ややり 取りの活動に

取り組むことができるようにする  

○エ 附 中 の 学 校 行 事 等 の 魅 力 に つ い て ，
小 学 生 に わ か り や す い 適 切 な 内 容 や
表 現 を 考 え て 選 択 し て 伝 え る 場 を 設
定 し ， よ い 例 を 取 り 上 げ る こ と で ，
自 分 た ち で 考 え た 発 表 の 評 価 規 準 を
意 識 し て 言 語 活 動 を 行 う こ と が で き
るようにする  



 

 

６  本時案  ―第二次・３時分―  

⑴  主眼   「ヒーローは誰だクイズ」で自分の『推しの魅力』について，小学６年生に

わかり やす く伝 える 活動を 通し て， 適切 な内容 や表 現， 伝え 方を工 夫し て 説

明することや，質問したり，答えたりすることができる。  

⑵  準備   ワークシート，タブレット端末  など  

⑶  学習の展開  （「予想される子供の反応」の○中 は中学生，○小 は小学生の反応）  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  

１  小 ・ 中 学 生 が 互 い に 自

己紹介し ,本時の課題をつ

かむ  

Let’ s enjoy “ Who is 

the hero?” quiz! Let’ s 

talk about our heroes 

and ask questions and 

comments to know each 

other. 
 

○中  Hello. I’ m ～ . I like 

math and English. I’ m on 

the tennis team. Nice to 

meet you.   

○小  Hello. My name is ～ . 

I like music. Nice to 

meet you, too. 

○中  互 い を 知 る た め に ヒ ー ロ

ークイズをするのだな  

 

・   世界で活躍する日

本 人 の 「 推 し の 魅

力」について，クイ

ズをすることで , 楽

しみながら互いを知

る活動ができるよう

にする   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 

２  小 学 生 と 中 学 生 が ペ ア

に な り ， 「 推 し の 魅 力 」

をクイズで伝え合う  

Let’ s check about the 

good points, and enjoy 

the hero quiz in pairs.  

中学生 ,first. Next,小学

生 .  

・ 伝 わ り や す く す る た め の

工夫   

・質問や感想の表現  

 

 

３  中 学 生 の 代 表 者 と 小 学

生 の 代 表 者 が ， 全 体 に ク

イ ズ を 出 し ， 質 問 や 感 想

などをやり取りする  

Please tell us about 

your hero，○○ .  

・反応やコメントの表現  

・質問や感想の表現  

 

○中  発 表 の 規 準 は ， 内 容 ， 表

現，伝え方等だったな  

○中 Hello. I’m  ～ . Do you 

like baseball? Who is he?  

He is handsome.  He is 

about 190cm tall. He can 

run fast. He is good at 

throwing a ball fast. 

○小 Throwing ? 

○中 Oh, he is good at 

throwing a ball fast. 

（ジェスチャーをつけて）  

 

○中 OK. Hello ， everyone. 

I’ m  ～ . Do you like 

singing? Who is my hero? 

He has long hair. He is 

good at writing songs. 

Lemmon is his song. 

○小  Oh, Yonezu Kenshi?  

○中  Yes! I like the song.  

・   前時に考えた発表

の「評価規準」を掲

示することで，意識

して発表できるよう

にする  

・   1 回目のやり取り  

の後、伝わりやすく

するための工夫や質

問や感想の表現につ

いてのよい例を共有

することで , ２回目

での改善を促す  

 

・   小学生，中学生と  

もに，発表の際のよ

かった点を取り上げ

ることで，具体的な

工夫に気付くことが

できるようにする  

 

30 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
40 

４  振 り 返 り で ， 感 想 や 気

づき，学びを共有する  

 代 表 者 の 発 表 に は ど ん

な 特 徴 が あ っ た か 。 や り

取 り の 質 問 や 感 想 で 出 て

きた表現は何か  

・発表者のよい特徴  

・質問や感想の表現  

○中  代 表 者 の 発 表 は 、 相 手 に

伝 わ る よ う な 大 き な 声 で 、

内容をくわしく伝えていた  

○小 中学 生 の 発表 の よ い 点も 小

学生と似ているな  

○中 今日 の 質 問や 感 想 で 出て き

た 表 現 は ， Clear voice was 

good.とかだな  

・   発表のよかった点

や使用した質問や感

想の表現を確認し，

自分の発表と比較す

ることで，改善点に

気付くことができる

ようにする  

50 

⑷  評価規準と方法  

互いの『推しの魅力』についてクイズで伝え合う中で，具体的に説明や理由，感想な

どを述べることや，質問したり，答えたりすることができたか，行動観察やワークシー

トの記述からみとる。  



 

 

＜メモ＞ 

 


